
２

前
項
の
規
定
に
よ
り
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
地
の
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と

き
は
、
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
地
の
区
域
を
、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
（
調
査
実
施
者
が
法
第
三
条

第
一
項
又
は
第
八
項
に
基
づ
き
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
地
に
お
け
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
を
推
定
す
る
た
め
に

有
効
な
情
報
の
把
握
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
全
て
の
特
定
有
害
物
質
）
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
及
び

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
対
象
地
の
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象

地
の
区
域
を
、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
（
調
査
実
施
者
が
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
土
壌
汚
染
状
況
調

査
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
対
象
地
に
お
け
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に

よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
の
把
握
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
特
定
有
害
物
質
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態

に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。

（
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
関
す
る
試
料
採
取
等
に
係
る
特
例
）

（
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
関
す
る
試
料
採
取
等
に
係
る
特
例
）

第
十
二
条

調
査
実
施
者
は
、
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
係
る
試
料
採
取
等
を
行
う
と
き
は
、
第
四
条
第
三
項
、

第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
に
代
え
て
、
第
三
条
の
二
第
二

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
土
地
を
含
む
単
位
区
画
の
中
心
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
実
施
者
が
把

握
し
た
情
報
に
よ
り
、
当
該
単
位
区
画
に
お
い
て
基
準
不
適
合
土
壌
が
存
在
す
る
お
そ
れ
が
多
い
と
認
め
ら
れ

る
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
に
お
け
る
任
意
の
地
点
）
に
お
い
て
、
当
該
第
一
種
特
定
有
害

物
質
に
係
る
試
料
採
取
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

調
査
実
施
者
は
、
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
係
る
試
料
採
取
等
を
行
う
と
き
は
、
第
四
条
第
三
項
、

第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
に
代
え
て
、
第
三
条
第
六
項
第

二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
土
地
を
含
む
単
位
区
画
の
中
心
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
実
施
者
が
把

握
し
た
情
報
に
よ
り
、
当
該
単
位
区
画
に
お
い
て
基
準
不
適
合
土
壌
が
存
在
す
る
お
そ
れ
が
多
い
と
認
め
ら
れ

る
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
に
お
け
る
任
意
の
地
点
）
に
お
い
て
、
当
該
第
一
種
特
定
有
害

物
質
に
係
る
試
料
採
取
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
試
料
採
取
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
項
中「
前

項
に
規
定
す
る
検
出
範
囲
」
と
あ
る
の
は
、「
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
試
料
採
取
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
の
省
略
）

（
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
の
省
略
）

第
十
三
条

調
査
実
施
者
は
、
第
三
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
三
項
及
び
第
六
条

か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行

わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

調
査
実
施
者
は
、
第
四
条
第
三
項
及
び
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域

（
全
て
の
区
域
が
第
三
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ
れ
る
単
位
区
画
の
区
域
を
除
く
。）を
、
当
該

試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る

土
地
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域

（
す
べ
て
の
区
域
が
第
三
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ
れ
る
単
位
区
画
の
区
域
を
除
く
。）を
、

当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に

あ
る
土
地
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
十
三
条
の
二

調
査
実
施
者
は
、
第
三
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、同
項
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
の
二

調
査
実
施
者
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
に
よ
り
、
調
査
対
象
地
が
公

有
水
面
埋
立
法
に
よ
る
公
有
水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
の
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
か
つ
、
調

査
対
象
地
が
当
該
造
成
時
の
水
面
埋
立
て
用
材
料
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
試

料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域

を
、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
（
調
査
対
象
地
が
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
五
日

以
降
に
公
有
水
面
埋
立
法
に
よ
る
公
有
水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
の
事
業
に
よ
り
造
成
が
開
始
さ
れ
た
土
地

（
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い

る
場
所
を
除
く
。）で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
が
当
該
造
成
時
の
水
面

埋
立
て
に
用
い
ら
れ
た
土
砂
に
由
来
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
溶
出
量
基
準
）
及
び
土
壌

含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域

を
、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
（
調
査
対
象
地
が
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
五
日

以
降
に
公
有
水
面
埋
立
法
に
よ
る
公
有
水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
の
事
業
に
よ
り
造
成
が
開
始
さ
れ
た
土
地

（
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。）が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
場
所
を
除
く
。）で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
土
地
の
土

壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
専
ら
当
該
造
成
時
の
水
面
埋
立
て
用
材
料
に
由
来
す
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
溶
出
量
基
準
）
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と

み
な
す
。

（
試
料
採
取
等
の
省
略
）

（
試
料
採
取
等
の
省
略
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
試
料
採
取
等
を
行
わ
な

か
っ
た
代
表
地
点
に
係
る
検
出
範
囲
の
区
域
（
次
に
掲
げ
る
単
位
区
画
及
び
全
て
の
区
域
が
第
三
条
の
二
第
一

号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ
れ
る
単
位
区
画
の
区
域
を
除
く
。
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
前
項
第
二
号
若

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域
（
次
に
掲
げ
る
単
位
区

画
及
び
す
べ
て
の
区
域
が
第
三
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ
れ
る
単
位
区
画
の
区
域
を
除
く
。）

を
、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状

し
く
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域
を
、

態
に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。
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